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速くて快適な移動手段として、日々の暮らし、産業、社会活動を支える自動車。地球環境問題を背景に、
走行性能、安全性能に加え、いっそうの環境性能の向上が求められている。
革新的燃焼技術（日の丸内燃機関が地球を救う計画）では、自動車用の内燃機関の熱効率を最大50%
以上へと飛躍的に向上させ、環境負荷の低減を目指す。産学官による開発体制の構築を通じ、我が国の
実用工学の発展と国際競争力向上にも寄与していく。
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自動車の動力源の主力、 
内燃機関

現在、身の周りで見かける自動車の
ほとんどはガソリンエンジンやディーゼ
ルエンジンなどの内燃機関を動力源と
する。二次電池や燃料電池とモーター
によって走行する電気自動車も普及し
始めているが、まだその割合はわずか
である。IEA（国際エネルギー機関）の
エネルギー技術展望によれば、電気自
動車などの普及が最も進んだシナリオ
でも、今後30年にわたって世界の自動
車の半数以上は内燃機関を動力とし
て使用し、石油エネルギーの約50％を
消費すると見られている。
自動車にはこれまでもさまざまな先
端技術が投入され、安全性能や走行
性能とともに環境性能も飛躍的に進
歩してきた。しかし、地球温暖化や石
油資源の枯渇が危惧される中で、自動
車の燃料消費をより少なく抑えること
は、引き続き重要な課題となっている。
本プログラム、革新的燃焼技術の開
発計画では、その課題解決のために自
動車用内燃機関の飛躍的な効率向上
を目指す。プログラムディレクターの杉
山雅則氏は、研究開発目標について
次のように語る。
「燃焼技術はエネルギー分野をはじ
めとする多様な技術領域に関わります
が、今回は自動車用内燃機関にター
ゲットをしぼりました。目標は、熱効率
を50％にまで高め、CO2排出量を大幅
に削減することです。非常にハイレベ
ルな挑戦となりますが、世界中で多く
の方々が利用している自動車だからこ
そ、効果も大きいと考えました」

産学官の連携で 
高い目標に挑む

その高い目標の達成に向け、本プロ
グラムでは産学官が連携した研究開
発体制を築いた。全国に散らばる参

加大学を、ガソリンエンジン・ディーゼ
ルエンジン・制御・損失低減の4分野
でチーム分けし、それぞれをリーダー
大学が束ねて研究を進める。4チーム
とは異なる革新的なアプローチによる
研究テーマも単独で参加を募り、2014
年11月時点で6つの有望なテーマを選
定している。今後も引き続き、多様な研
究分野からの参加を募っていくという。
「自動車用の内燃機関は技術的に
成熟していると思われるかもしれませ
んが、燃焼という反応は科学的に解明
されていない部分も多く、技術革新に
は『学』の力が欠かせません。また、熱
効率50％という高い目標の達成は、さ
まざまな要素技術の連携、知見の融
合によってはじめて成し遂げられるも
のですから、研究分野の架橋も重要
です。そこで、コラボレーションに長け
た企業の研究開発部門がそれぞれの
研究チームを支援し、さらに研究マネ
ジメントのノウハウを持つJST（独立行
政法人科学技術振興機構）が統括す
るという体制としました」と杉山氏。
多くの大学が参加するこの研究体
制は、立ち上げから数か月という短
期間のうちに作り上げられた。そのた
めに大きく貢献したのが、国内の自

動車メーカー8社と2団体で構成され
る自動車用内燃機関技術研究組合
（AICE）の存在である。日本発の優れ
た技術で内燃機関の環境性能を高め、
世界に貢献していくという「産」の決意
が「学」の共感を呼び、チャレンジの輪
が拡大した。

我が国の実用工学の 
発展にも貢献

本プログラムの目標は、内燃機関の
効率向上だけに留まらない。
自動車工学をはじめとする我が国
の実用工学では、かつては大学の研
究成果が技術の発展を牽引していた
が、メーカーが力をつけるに伴って研
究開発の主戦場は企業に移行した。と
ころが近年、急速に進むグローバル化
を背景に、企業では研究開発のスピー
ドアップが求められ、基礎研究へのリ
ソース配分が減少している。結果とし
て、実用工学全般の衰退が危惧され
ている。
「そうした事態に歯止めをかけ、オー
ルジャパンで実用工学をもり立てる土
壌づくりのきっかけにしたいのです。今
回、構築した研究開発体制を、内燃機
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